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                      指導者 熊野町立熊野第一小学校  寺川 千鶴  

 

1 日   時 令和６年２月 13日（火）５校時 

2 場   所 ６年３組教室 

3 学年・学級 第６学年３組（26名 男子 14名 女子 12名） 

 

 

 

情報通信技術の進展、交通手段の発達による移動の容易化、市場の国際的な開放等、グローバル化の進

む現代においては、各国が相互に依存し、他国や国際社会の動向を無視できなくなっている。このような

時代に生きる者として、自分や自国のことだけを考えるのではなく、世界を一つの共同体ととらえ、世界

共通の価値観や世界規模の課題に対応する姿勢を育むことは欠かせない。そのために、児童は、世界に関

心を向け、様々な国について知ることから始める必要があると考える。しかし、熊野町内の外国人は全町

民の１％にも満たず、児童が日常的に外国人と関わったり、外国の文化に触れたりする機会は乏しい。ま

た、児童がメディアを通して得る外国の情報も、ポップカルチャーなどの一面的なものになっている。 

そこで本単元は、世界のさまざまな国の文化に触れたり、開発途上国の存在や国の格差を知ったりす

る体験的な学習によって、これまでなじみのなかった国へ関心を向け、課題に気付く活動から始める。そ

して諸外国特有の文化や、多様な価値観を肯定的に受け止めると同時に、未知の世界を知ろうとする意

欲の醸成につながる学習活動を設定するものである。これまでの教科の学習において児童が自らの生活

に引き付けて関心を向けた、「選挙権」、「防衛・軍事」、「教育」、「税制」などのいくつかに焦点を当て、

様々な国の共通点や相違点を見付けながら、よりよい暮らしとはどのようなものであるかを模索する活

動を中心に据えることで、グローバルな視点で課題を解決しようとする態度の素地を養うことができる

と考える。また、諸外国の暮らしを複数の視点から見たり、広い視野でよりよい暮らしについて考えたり

することで、自分たちのこれからの生活の中でも、多角的・多面的に物事を見ることができるようになる

と考える。 

この単元の学習が、他国で起きていることを、他人事ではなく自分にもつながることと捉えて関心を

もち、すぐには解決できそうにないような世界規模の課題であっても、理想を掲げ続け、解決に向けて何

ができるかを考え行動できる国際人になるための第一歩となると期待できる。なお、中学校への進学を

控えたこの時期に、自己の生き方を考えるよい機会にもなると考え、本単元を設定した。 

 

 

 

総合的な学習の時間の前単元は、これまで熊野町内にとどまっていた視野を広げて、広島県で生活す

る者として課題設定するところからスタートした。広島県ならではのことを知りたい、調べたいという

児童の思いから、「原爆や平和について調べ、全ての人が平和に生きるためにどうすべきか考える」とい

う課題を立て、原爆資料館見学、平和記念公園の碑めぐり、外国人観光客への平和や戦争に関する意識調

査を行った。この「ヒロシマ人として」の学習を通して、日本は平和主義・非核三原則を掲げているが、

他国では核保有しているなど、国によって倫理観・価値観が異なることに気付いた。また、平和に生きる

ということは、ヒロシマだけでなく世界全体に関わる課題であることを実感した。さらに、Ｇ７サミット

の広島県開催、ロシア・ウクライナ戦争の影響による小麦の価格高騰など、世界と日本の結び付きを知る

につれ、広島県から、日本、世界へと関心を広げている。この学習前は、「平和とは」という問いに対し

て、多くの児童が「戦争をしない安心安全なこと」と答えていた。しかし学習後はそれらに加えて、「仲

良くする、協力する、交流する、苦しい思いをしない、みんなが平等、学校に行ける、きれいな水が飲め

る」などと答えるようになるなど、児童の平和に対する捉え方は、自分の生活とつながり、広がり、深ま

りつつある。 

また歴史学習で学んだ、ほんの一部の者にしか与えられなかった選挙権や、男子限定の徴兵制度、差別

され続けた人々の存在、日本にとって不平等な条約など、人権を尊重しているとは言い難い様々な史実
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に対して素直に抵抗感や疑問をもつようになってきた。それとともに、いつの時代も人々がよりよい暮

らしを目指して歴史を積み重ねてきた結果、今があることを実感している。 

一方で、ほとんどの児童は、外国についての知識が少ない。特に開発途上国については、国名すら知ら

ず、平和記念公園でインタビューした外国人も欧米からの観光客が主で、開発途上国の人に出会うこと

は難しかった。さらに、日本は戦争をしないから平和だ、日本の食べ物はおいしいといった理由で、日本

を住みよい国と考えている児童も多く、核の脅威や我が国の食料自給率の低さを耳にしたことはあるも

のの、自分事の課題として理解できているとは言い難い。 

次の表は、９月初旬に、総合的な学習の時間と育成を目指す資質・能力に係る事項について行ったアン

ケート調査の結果である。 

質問内容 

肯定的回答 否定的回答 
よく 

あてはまる 

やや 

あてはまる 

あまりあては

まらない 

全くあてはま

らない 
理由として挙がった主なキーワード（人数） 

①総合的な学習の時間が好きか。 ３名  12％ 15名  58％ ７名  27％ １名  ４％ 

知る(10)、調べる(5)、協働(4) 
まとめる(5)、調べる(４)、表現

(3)、 

②グループやクラスの友達と一緒に協力して、

探究活動をすることは好きか。 
12名  46％ ８名  31％ ６名  23％ ０名  ０％ 
広がり・深まり(7)、楽しい(5)、自

信・心強い(5) 
関わり(2) 

③クラスや学年で自分の考えを発表したり、

表現したりすることは好きか。 

３名‥12％ ４名‥15％ 12名‥46％ ７名‥27％ 

交流(3)、おもしろい・好き(3) 恥ずかしい(7)、苦手(3) 

④表現するときに、伝える相手や目的を意識

し、工夫することができているか。 
３名‥12％ 10名‥38％ ９名‥35％ ４名‥15％ 

⑤学校以外の方（ゲストティーチャー・地域

の方など）とつながりながら学ぶことは好

きか。 

５名‥19％ 17名‥65％ ３名‥12％ １名‥４％ 

知れる・学べる（14）、関わり(3) 緊張(1) 

○1の総合的な学習の時間が好きかという問いに対して、7割の児童が肯定的、3割の児童は否定的な回

答をしている。肯定的な回答の理由として、新たな知識を得られることや友達と一緒に活動できること

を挙げており、②の協働的な活動を好きと回答した児童が 8 割弱いることからも、これまでの総合的な

学習の時間に経験した、協働的な活動によさを感じていることが分かる。一方、否定的な回答の理由とし

ては、まとめたり表現したりすることの苦手意識や難しさを挙げている。これは③の発表したり表現し

たりすることについて 7 割強の児童が否定的な回答をしていることにも結びつく。④については、日頃

から積極的に挙手して発言する児童は肯定的な回答を、そうでない児童は否定的な回答をしている。表

現すること自体に恥ずかしさを抱いている児童が多いため、工夫をするところまで意識が向かないこと

がうかがえる。⑤では、慣れない人との交流を苦手とする児童がいるものの、84％は学校以外の人と関わ

りながら学習することを好きと答えている。前単元での外国人にインタビューする活動においては、「緊

張したが話せて嬉しかった」という感想が多くあり、碑めぐりガイドボランティアの方との会話を楽し

む姿も見られた。物怖じせずに学校以外の方と関わることのできる児童は多いと感じる。 

 このようなことから、グループで協力しながら調べたり、友達と意見を交わしたりする活動を多く取

り入れ、自分とは異なった考えに出合わせ、自分の考えを広めたり深めたりさせたい。また調べたことや

自分の考えを、タブレットを活用してまとめさせることで、書いたり話したりすることに対する抵抗感

を下げ、表現することに自信をもたせたい。 

 

 

 

本単元の課題の設定場面では、JICA 中国を訪れ、様々な国の民族衣装を着たり楽器に触れたり、料理

を食べたりして、多様な文化に触れさせる。また、食料、教育、医療などにおいて国の間に格差があるこ

とを体感できるワークショップを通して、自分たちが当たり前と思っている日々の生活が、世界規模で

見るとかなり恵まれていることや、貧しい暮らしを強いられている人々が多くいることに気付かせたい。

その上で、平和の概念を捉え直した前単元の学習から接続させ、児童の考える「平和とは言えない世界の

現状」から課題を見付けさせたい。 

単元の指導および協働的な学びの場の設定について 
 
 



- 3 - 

 

情報収集の場面の初めに、「Ｇ７広島サミット」を模した、「Ｇ７くまいちサミット」を開き、よりよい

暮らしとはどのようなものであるかを考えて、世界の人々のよりよい暮らしの在り方を「Ｇ７くまいち

サミット宣言」としてまとめるという流れを説明し、活動に見通しをもたせたい。その上で、先進国や開

発途上国など生活水準の異なる国を取り上げ、グループごとに諸外国の暮らしについて調べさせる。よ

りよい暮らしについて考えるために、現状の暮らしの良さだけでなく可能な限り困りごとも含めて紹介

できるように、情報収集させたい。グループで協力して集めた情報は、Ｇ７くまいちサミットにおいて聞

き手に分かりやすく伝えられるように、スライドやドキュメントにまとめさせる。 

整理・分析の場面では、お互いに集めた情報を、よりよい暮らしの在り方を考える材料として生かす方

向性で、Ｇ７くまいちサミットを開き共有させる。初めて知る外国の暮らしに対して、児童は驚きや拒

絶、羨望などの思いを抱くであろう。それらの率直な感想や意見も大切にしながら話し合わせることで、

自分とは異なる友達の多様な考えに触れさせ、よりよい暮らしとはどのようなものか模索して自分の答

えを生み出すための協働的な学びの場としたい。表現する力を高めるために、Ｇ７くまいちサミットの

１つの会場に参加するのは、同じグループからは１人か２人とし、個人発言の機会を設ける。よりよい暮

らしとは、独りよがりなものではなく、前単元の終わりに児童が捉え直した平和のような、世界のみんな

にとってのよりよい暮らしであるという視点からずれないように、常に意識させたい。 

まとめ・表現の場面では、個人で考えたよりよい暮らしの在り方と、その理由をまとめさせる。多様な

価値観を尊重するという視点はグローバル化においても欠かせないことから、それぞれのよりよい暮ら

しを思い描かせたい。発表の場においては、お互いの考えたことを否定せずに認め合うことをルールと

し、多様な価値観があることや、それらを尊重し合うことの大切さに気付かせたい。最後に、意見交流を

ふまえて考えたよりよい暮らしの在り方と単元の初めに考えたよりよい暮らしを比較させることで、思

考の広がりや深まりを実感させ、協働的な学びのよさと、自己の成長に気付かせたい。 

 

 

【単元の目標】 

〇 世界のさまざまな国の特徴や現状について知り、それぞれを比較し共通点や相違点を見付け、友達

の多様な考えを生かして世界のみんなのよりよい暮らしの在り方を考える活動を通して、グローバ

ルな視点で課題を解決しようとする態度の素地を養うことができる。 

 

 

【評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

わかる・できる力 自分の考えを表現する力 協働する力 振り返る力 

①世界には解決しなければいけ

ない問題が多くあることを理

解している。 

②調べたことや考えを、ICT機器

を使って友達と共有してい

る。 

③思考が広がったり深まったり

したのは、諸外国の暮らしを

知ることや、友達の意見をも

とによりよい暮らしの在り方

について探究的に学習してき

たことの成果であることに気

付いている。 

①貧困や格差など、世界の問題

について課題を設定するとと

もに、解決に向けて見通しを

もっている。 

②課題の解決に必要な情報を多

様に収集し、種類に合わせて

蓄積することができる。 

③収集した情報を比較したり、

それに対する友達の意見を生

かしたりしながら、よりよい

暮らしの在り方を考えてい

る。 

④自分の考えを、相手や目的に

応じて分かりやすく表現する

ことができる。 

【自分の考えを表現する力】 

①貧困や格差など、世界の問題

に関心をもち、探究活動に進

んで取り組もうとしている。 

②友達の多様な考えを生かしな

がら、協働して課題解決に取

り組もうとしている。 

【協動する力】 

③グローバルな視点で課題を解

決しようとする態度の素地を

養っている。 
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 Ａの例 Ｂ Ｂに到達させるための手立て 

自分の

考えを

表現す

る力 

・世界の人々がよりよく暮

らすための在り方を、多

面的にとらえて書いた

り、友達に伝えたりする

ことができる。 

・世界の人々がよりよく暮

らすための在り方を、書

いたり、友達に伝えたり

することができる。 

・考えを共有する時間を設ける。 

・安心して自己表現できるような

環境を設けたり、話し合う機会

を工夫して設けたりする。 

協働す

る力 

・友達の多様な考えの中か

ら、自分の考えとの共通

点や相違点を見付け、そ

れらの良さを生かしな

がら、よりよい暮らしの

在り方を考えている。 

・友達の多様な考えの中か

ら、自分の考えとの共通

点や相違点を見付け、よ

りよい暮らしの在り方

を考えている。 

・自分の考えと同じところや違う

ところを探しながら友達の発表

を聞くように、声をかける。 

・どの国の特徴や、誰のどの考え

に共感したかを尋ね、自分の考

えに取り入れるよう伝える。 

 

 

 

 

 Ａの例 Ｂ Ｂに到達させるための手立て 

自分の 

考えを 

表現す 

る力 

 

 

・世界の人々がよりよく暮

らすための教育の在り

方を、多面的にとらえて

理由とともに書くこと

ができる。 

・世界の人々がよりよく暮

らすための教育の在り

方を、理由とともに書く

ことができる。 

・各国の教育の特徴を示したスラ

イド資料をまとめたものを与

え、考える手がかりにさせる。 

・思考の整理を手助けするドキュ

メントに、書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元で育成を目指す資質・能力のルーブリック 
 

他教科等との関連 

社会科「日本とつながりの深い国々」【２月】 
「世界の未来と日本の役割」【３月】 

外国語科 

「Open the Door ２  

世界と日本のつながりを考えよう」【7 月】 

「Check Your Steps ２  

世界と自分のつながりを紹介しよう」【12 月】  

国語科「今、あなたに考えてほしいこと」【３月】 

 

社会科 

「わたしたちのくらしと日本国憲法」 

【４月】 

「江戸幕府と政治の安定」【10 月】 

「明治の国づくりを進めた人々」 

【11 月】 

「世界に歩み出した日本」【12 月】 

「長く続いた戦争と人々のくらし」 

【１月】 

「新しい日本、平和な日本へ」 

【１月】 

本時で育成を目指す「自分の考えを表現する力」のルーブリック 
 

総合的な学習の

時間 

『ヒロシマ人と

して』 

【２学期】 

道徳 

「エンザロ村のかまど」  【９月】 

総合的な学習の時間 

『国際人になるために』 
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 学習内容『国際人になるために』 

（時数：14時間） 
主たる評価規準 

一 

課題の設定 

〇世界の問題に気付き、世界のみんなのよりよい暮

らしのために欠かせないことを挙げる。（４） 

・JICA中国で世界各国の異文化に触れる。 

・世界にはさまざまな課題があることに気付く。 

・世界全体で見ると、各国間に大きな格差があるこ

とに気付く。 

・よりよい暮らしのために欠かせないテーマをウェ

ビングマップに表し、その中から最も重要だと思

うもの、考えていきたいことに絞る。（選挙権、軍

事・防衛、教育、税制など） 

 

 

 

知識・技能 

①世界には解決しなければいけない問題

が多くあることを理解している。 

 

思考・判断・表現 

①貧困や格差など、世界の問題について課

題を設定するとともに、解決に向けて見

通しをもっている。 

 
主体的に学習に取り組む態度 

①貧困や格差など、世界の問題に関心をも

ち、探究活動に進んで取り組もうとして

いる。 
 

二 

 

情報の収集 

〇諸外国の暮らしについての情報を得る。（６） 

◎Ｇ７広島サミットの目的を思い出し、Ｇ７くまいち

サミットを開いてＧ７くまいちサミット宣言（世界

の人々がよりよく暮らすために、目指したいこと）

を作ることを知り、情報収集の目的を明確にする。 

◎グループで一つの国を担当し、その国の暮らしに

ついて調べてまとめ、Ｇ７くまいちサミット宣言

案を作る。 

・どのような暮らしをしているのか。 

・その国の暮らしの、よいと思う点。 

・その国の暮らしの、もっと良くなればいいと思

う点。 

・Ｇ７くまいちサミット宣言案を作る 

・国ごとに、テーマ（軍事・防衛、教育）一つに

付き、スライド一枚にまとめる。 

・説明原稿を作る。 

・説明の練習をする。 

◎Ｇ７くまいちサミット（全 4会場）で、調べた国

の暮らしの特徴と、グループで作ったＧ７くまい

ちサミット宣言案を伝え合う。 

・発表を聞きながら感じた率直な感想や意見を出

し合う。 

・各国の情報を比較する中で、さらに知りたくな

ったことを調べる。 

思考・判断・表現 

②課題の解決に必要な情報を多様に収集

し、種類に合わせて蓄積することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 

②調べたことや考えを、ICT 機器を使って

友達と共有している。 

 

三 

整理・分析 

〇集めた情報を参考に、世界の人々のよりよい暮らし

の在り方を、テーマごとに考える。（２） 

◎個人でＧ７くまいちサミット宣言案を作る。 

・各国の暮らしの特徴と、各グループで作ったＧ７

くまいちサミット宣言案を確認し、参考にする。 

主体的に学習に取り組む態度 

②友達の多様な考えを生かしながら、協

働して課題解決に取り組もうとしてい

る。【協動する力】 

 

 

指導と評価の計画 
 

世界の人々がよりよく暮らすために、大切にしたいこととは何だろう？ 
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◎サミット会場ごとに、Ｇ７くまいちサミット宣言を

作る。 

・個人で作ったＧ７くまいちサミット宣言案を発表

し合い、それをもとに話し合って考える。 

・多様な考えに触れる。 

◎学級で交流する。 

・全４会場のＧ７くまいちサミット宣言と、それを宣

言とした理由の、共通点や相違点を知り、認め合う。 

【本時２/２】 

思考・判断・表現 

③収集した情報を比較したり、それに対す

る友達の意見を生かしたりしながら、よ

りよい暮らしの在り方を考えている。 

 

知識・技能 

②調べたことや考えを、ICT 機器を使って

友達と共有している。 

 

思考・判断・表現 

④自分の考えを、相手や目的に応じて分か

りやすく表現することができる。 

【自分の考えを表現する力】 

四 

まとめ・表現 

○振り返る。（２） 

◎単元を振り返る。 

・Ｇ７くまいちサミットで考えたよりよい暮らし

の在り方を、日本の暮らしと照らし合わせ、自

分たちの生活を振り返る。 

・世界の暮らしを知り、よりよい暮らしを考えたこ

とを通して、何を学んだか。 

・単元の初めの自分と、今の自分の違い。 

・自分の考えや思いを伝え合う。 

◎本単元を含め、小学校での総合的な学習の時間に

おける活動や学びを振り返る。 

・探究活動を行った。 

・身近な地域から世界全体へと、視野を広げてき

た。 

・学びをどう生かしていくか、どう生きていきたい

か。 

・自分の考えや思いを伝え合う。 

主体的に学習に取り組む態度 

③グローバルな視点で課題を解決しよう

とする態度の素地を養っている。 

 

思考・判断・表現 

④自分の考えを、相手や目的に応じて分か

りやすく表現することができる。 

【自分の考えを表現する力】 

 

知識・技能 

③思考が広がったり深まったりしたの

は、諸外国の暮らしを知ることや、友

達の意見をもとによりよい暮らしの在

り方について探究的に学習してきたこ

との成果であることに気付いている。 
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本時の目標 

 世界の人々がよりよく暮らすための教育の在り方について、考えることができる。 

（１） 準備物：資料、電子黒板、タブレット 

（２） 本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項 

◎支援を要する児童への手立て 

評価規準 

（評価方法） 

１ 課題の設定 

〇前時までの学びを振り返るとと

もに、本時の課題に迫る。 

・これまでの学習を振り返るとともに、教育

の在り方について考えることを確認す

る。 

 

 

２ めあての確認 

〇めあてを確認する。 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 自分の考えをもつ 

〇個人で、Ｇ７くまいちサミット

宣言案を作る。 
・日本と似ている国がある。 
・国によって違いがある。 

・世界には、学校へ通えない子供が 

多くいるんだな。 

・全ての子供が学校に行けるように

することを目指したい。理由は、学

校に行かないままだと、読み書きや

計算ができないから。（Ｂ評価） 

・資料から共通点や相違点を見つけるよ

う、声をかける。 

・世界の人々の暮らしをよりよくするとい

う視点を押さえ、個人の欲に偏らないよ

うにさせる。 

・よりよい暮らしの在り方について、なぜ

そのような考えに至ったのか、理由も書

かせる。 

◎理由付けをさせるために、宣言とは別

に、理由を記入する欄を設ける。 

◎各国の暮らしの特徴と、各グループで作

ったＧ７くまいちサミット宣言案をまと

めたスライド資料を与え、考えるヒント

にさせる。 

思考・判断・表現 

④自分の考えを、相手や

目的に応じて分かり

やすく表現すること

ができる。 

（世界の人々がよりよ

く暮らすための教育

の在り方を、理由とと

もに書くことができ

る。） 

【自分の考えを 

表現する力】 

４ 協働的な学びの場 

○Ｇ７くまいちサミットを開き、

各会場ごとにＧ７くまいちサミ

ット宣言を作る。 

・同じ国を担当した各グループか

ら 1、2人ずつが１つの会場に集

まる。 

・個人で作ったＧ７くまいちサミ

ット宣言案を発表し合う。 

・Ｇ７くまいちサミット宣言を作

る。 

○学級全体で交流する。 

 

・発表者の話を聞くことに集中させるた

め、メモをとらなくても後で確認できる

ように、発表内容をタブレットに表示す

る。 

・それぞれのＧ７くまいちサミット宣言案

の言葉のみに引きずられないように、理

由に着目して考えるよう促す。 

・世界の人々がよりよく暮らすために、ど

んな教育の環境が必要か、教育によって

みんながどうなっていくのがよいかなど

を考えさせ、宣言として意見をまとめさ

せる。 

 

５ まとめを行う 

○友達の意見を聞き、多様な価値

観があることを実感する。 

・よりよい暮らしの在り方にていての考え

は、各々で共通点や相違点があることに

気付かせ、お互いに認め合うことの大切

さを伝える。 

 

本時の学習（12/14時間） 
 

【めあて】 「G７くまいちサミット」を開いて、教育における 

       G７くまいちサミット宣言を作ることができる。 
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        【世界の人々がよりよく暮らすために】 

  

 

 

 

   

  

〈振り返り〉 

   ①表現…理由も付けて、考えを伝えることができた。 

   ②協働…話し合うことで、案よりもいい宣言を作れた。 

 

 

 

・文部科学省（2017）『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総合的な学習の時間編』東洋館出版社 

・国立教育政策研究所教育課程研究センター（2020）『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考

資料【小学校 総合的な学習の時間】』東洋館出版社 

・文部科学省（2021）『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）』アイフィス 

・池田香代子（2002）『世界がもし 100人の村だったら』マガジンハウス 

・石井光太（2015）『幸せとまずしさの教室～世界の子どものくらしから～』少年写真新聞社 

・黒柳徹子他（2015）『世界を平和にするためのささやかな提案』河出書房新社 

・太田雅幸（2016）『話したくなる世界の選挙～世界の選挙をのぞいてみよう～』清水書院 

・日本国際理解教育学会（2021）『国際理解教育を問い直す-現代的課題への 15のアプローチ-』明石書店 

 

【参考 Webページ】 

・文部科学省『グローバル化と教育に関して議論していただきたい論点例』 

（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/kokusai/004/gijiroku/attach/1247196.htm）（最終閲覧

日：2023年 12月 16日） 

・キッズ外務省（https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/index.html）（最終閲覧日：2024年１月１日） 

・独立行政法人 国際協力機構 (JICA) 

（https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12262440.pdf）（最終閲覧日：2024年１月 11 日） 

 

６ 本時の振り返り 

○本時の振り返りをする。 

・タブレットに記録する。 

・具体的な言葉で発表する。 

・振り返りの視点（①自分で G７くまいち

サミット宣言案を考え、伝えることが

できたか。②グループで話し合うこと

のよさを実感できたか。）を示す。 

 

参考文献 

 「Ｇ７くまいちサミット」を開いて、 

教育におけるＧ７くまいちサミット宣言を作ることができる。 

教育において、よりよい暮らしとはどのようなものかを、考えることができる。 

 

め 

ウェビングマップ 



 

単 元 構 想 シ ー ト 熊野町立熊野第一小学校 

校種・学年 小学校・第 6 学年 教科等 総合的な学習の時間 単元（題材）名 国際人になるために 

①  本質的な問い  （何度も問い直され答えが更新され続ける「問い」） 

世界の人々が幸せに暮らすために、自分に何ができるのだろうか？ 

② 単元を貫く問い （単元を通して考え深めていく「問い」） 

世界の人々がよりよく暮らすために、大切にしたいこととは何だろう？ 

世界中の人々のよりよい暮らしのために、今の自分たちにできることとは？ 

③ 個別の問い   （単元を構成する授業内で身に付ける知識・技能等） 

・世の中は平等？ 
・よりよい暮らしに欠かせないものは？ 
・よりよい暮らしのために選挙権、軍事・防衛、教育、税制などは、どうあるべきか？ 

単元計画の 

構想を立てる 

 １ 外国の異文化に触れ、世界には格差があることを知り、課題を見付ける。 

 ２ 諸外国の人々の暮らしについて調べる。 

 ３ 目指したい、世界の人々のよりよい暮らしの在り方を考える。 

 ４ 各自の考えを発表し合い、多様な価値観を認め合う。 

 


